
調査対象医薬品一覧  別添1   

一般名   販売名   承認取得者   効能・効果  用法・用鮭   

1．フルマリン静注用0．5g及びアルマリン終注用1g  
通常，成人にはフロモキセフナトリウムとして1日1～2g（力価）をZ回に分  
劃して静脈内注劇又は点滴静催する。  

く適応菌種〉  通常，小児にはエロ即～80mg（力価）／kgを3－4回に分割して静脈内注射又  
フロモキセフに感性のブドウ球菌属，レンサ球菌属，肺炎球  淋菌，モラクセラ              は点滴静注する。  
（プランハメラ）・カタラーリス．大腸菌，クレプシエラ属，   ロテウス属，モルガ  通常，未熟児，新生児には1回20mg（力価）／kgを生後31日までは1日2～3  

ネラ■モルガニー，ブロビデンシア属，インフルエンザ嵐   トストレプトコツカ  囲」4日以降は，1日3～4回静脈内注射又は点滴静注する。  
ス属，バクテロイデス属，プレポチラ属（プレボテラ・ビビ   除く）  なお，年齢，症状に応じて藩宜増減する 
く適応症〉  人では1日4g（力価）まで増量し，2～4回に分割投与する。また未熟児，新  
敗血症，感染性心内膜炎  生児，／j、児では1日150爪g（力価）／kgまで増iし，3～4回に分割投与する。  

フロモキセフナトリウム  フルマリン静注用0．5g等  塩野義製薬（株）等  2．フルマリンキット静江用1g  
感染   通常，成人にはフロモキセフナトリウムとして1日1～2g（力価）を2回に分  

膀胱炎，腎孟腎炎，前立腺庚（急性症，慢性症）  劃して点滴静注する。  
尿道炎  通常，′ト児には1日60～801鳩（力価）／kgを3－4回に分割して点滴浄注す  
腹膜炎，腹腔内膿瘍  る．  

胆嚢炎，胆管炎  ．         通常．未熟児，新生児には1回20mg（力価）／kgを生後3日までは1日2～3  
バルトリン腺炎．子宮内感染，子宮付属器炎，子宮努結合  回，4日以降は，1日3－4同点滴静江する。  
中耳炎，副1腔炎  なお，年齢，症状に応じて適宜増減するが，難治性又は重症感染症には成  

人では1日4g（力価）まで増量し，2－4回に分割投与する。また未熟児，新  
生児，小児では1日150mg（力価）几gまで増量し，3～4回に分割投与する。   

く適応菌種〉  
ラタモキセフに感性の大腸菌．シトロバクター属，クレプシ  

クー属．セラチア属，プロテクス属，モルガネラ・モルガニ ンフ／レエン 
イザ菌，バクテロイデス属，プレポチラ属（プレ く応症〉  
適  通常，小児には1日40－80mg（力価）／kgを2～4回に分割して静脈内注射又  

ラタモキセフナトリウム  シオマリン静注用1g   塩野義製薬（株）  敗血症 急性気管支炎，肺炎．肺膿貌膿胸／慢性呼吸器病変の二次  は点前静注する。  

膀胱炎，腎孟腎炎  
なお，年齢，症状に応じて適宜増減するが，難治性又は重症感染症には，  

腰膜炎  
成人では1日4g（力価），′ト児では1日150mg（力価）／kgまで増量し．2～4  

胆嚢炎．胆管炎，肝膿瘍  
回に分割投与する。   

子宮内感染，子宮付属器炎，子宮穿結合織炎  
化膿性髄膜炎   

通常、成人にはセフスロジンナトリウムとして1日0．5～1g（力価）を、重  
症感染症には2g（力価）を2～4回に分け、また、小児にはセフスロジンナ  

く適応菌種〉  トリウムとして1日60～100mg（力価）坤gを3－4回に分けて静脈内に注射す  
セフスロジンに感性の緑膿菌  る。  
く適応症〉  なお、年齢、症状に応じ適宜増減するが、成人の敗血症には1日4g（力価）  
敗血症  まで、小児の重症難治性感染症には1叩00mg（力価）／kgまで増量すること  

セフスロジンナトリウム  タケスリン静江用0．5g 等  武田薬品工業（株） 等                                 外傷・熱傷及び手術創等の二次感染  ができる。  
急性気管支炎、肺炎、慢性呼吸器病変の二次感染  静脈内注射に際しては、臼局「生理食塩液」又は日局「ブドウ糖注射液」  
膀胱炎、腎孟腎炎、前立腺炎（急性症、慢性症）  に溶解して用いる。  
腹膜炎  また、成人の場合は1回用及0．25～2g（力価）を糖液、電解質液又はアミノ  

角膜炎（角膜潰瘍を含む）  酸製剤などの補液に加えて30分～2時間で点滴静脈内注射を行うこともでき  

中耳炎  る。  
なお、小児の場合は上記投与量を考慮した1回用量を補破に加えて30分～1  
時間で点滴静脈内注射を行うこともでき・5。   
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外傷・熱傷及び手術創等の二次感染   
急性気管支炎、肺炎、肺臓癌、膿胸、慢性呼吸器病変の二次 
膀胱炎、腎孟腎炎  

アズトレオナム   



調査対象医薬品一覧  別添1   

一般名   販売名   承認取得者   効能・効果   用法・用丑   

く適応菌種〉  
ドリべネムに感性のブドウ球菌属．レンサ球菌属，肺炎球菌，  
コツカス・フェシウムを除く），モラクセラ（プランハメラ）  
菌．シトロバククー展．クレブシュラ属，エンテロ′くクタ⊥  
ウス属，モルガネラ・モルガニー，プロビデンシア属，イン  
アシネトバククー属，べプトストレプトコツカス属，バクテ  

l  

属   
く適応症〉  
敗血症，感染性心内膜炎  
深在任皮膚感染癌，リンパ管・リンパ節炎  

通常，成人にはドリべネムとして1回0．25g（力価）を1日2回文は3回，30～  

ドリペネム水和物   フィニバックス点滴用0．25g 等．  塩野義製薬（株）筆  60分かけて点潤静注する。  

骨髄炎，関節炎  
なお．年齢・症状に応じて適宜増減するが．投与量の上限は，1回生として  

咽頭・喉頭炎，鳥挑炎（届挑周囲炎卜扁桃周囲膿瘍を含む）  
0．5g（力価），1日主として1．5g（力価）1までとする。  

肺炎．肺膿瘍，膿胸，慢性呼吸器病変の二次感染  
体炎（副睾丸炎）  

腹膜炎，膿腔内膿瘍  
胞＃炎 
子宮内感染，子宮付属器炎，子宮努結合織炎  
眼裔感染，角膜炎（角膜潰瘍を含む），服内炎（全眼球炎を  
中耳炎  
顎骨周辺の蜂巣炎，顎炎  

く適応菌種〉  
バニべネムに感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属、肺炎球菌  

（プランハメラ）・カタラーリス、大腸菌、シトロバクター属  三  成人には通常、パニぺネムとして1月1g（力価）を2回に分割し、30分以上か     テロパタクー属、セラチア属、プロテクス属、モルガネラ・  ルガニー、ブロビデン  けて点清浄注する℡  
シア属、インフルエンザ菌、シェードモナス属、緑膿菌、バ  クホルデリア・セパシ  なお、年齢・症状に応じて適宜増減するが、重症又は難治性感染症には、1  
ア、ペプトストレプトコツカス属、′くクテロイデス属、プレ  テラ展  日2g（力価）まで増量し2回に分割し投与することができる。ただし、成人に  

パニペネム／ベタミプロ   く適応症〉  1回1g（力価）投与する場合は60分以上かけて投与すること。   
ン  カルベニン点滴用0．25g 等  第一三共（株）等  パ節炎、外傷・熱傷及  

び手術創等の二次感染、肛門 以上かけて点澗静注する。 
挑周囲炎、扁桃周囲膿瘍を含 お、年齢・症状に応じて適宜増減するが、重症又は難治性感染症には、1  
病変の二次感染、膀胱炎、腎 100ng（力価）／kgまで増量し3～4回に分割して投与できる。ただし、投与  
丸炎）、腹膜炎、腹腔内膿瘍、 の上限は1日2g（力価）までとする。  
染、子宮付属器炎、子宮葬結 
含む）、中耳炎、副鼻腔炎、化 

く適応菌種〉  
本邦に感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属、肺炎球菌、腸球  
ス・フェシウムを除くう、モラクセラ属、大腸菌、シトロバ  

オメガシン点商用0．3g   明治製菓（株）  

ビアべネム  

属、フソバクテリウム属  
属、．エンテロバククー属、セラチア属、プロテウス属、イン アシネトバククー属、べプトストレプトコツカス属、■バクテ   
く適応症〉  

（力価）までとする。  

敗血症、肺炎、肺膿瘍、使性呼吸器病変の二次感染、複雑性  
炎、子宮穿結合線炎   
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調査対象医薬品一覧  別添1   

一般名   娠売名   承認取得者   効能・効果  

く適応菌種〉  本剤の使用に際しては、投与開始後3日を目安としてさらに継続投与が必要  

フルエンザ菌、シュードモナス属、緑膿菌、バークホルデリ    通常成人にはメロべネムとして、1日0．5～1g（力価）を2～3回に分割し、30  
メ ロペン点滴用バイアル  大日本住友製薬（株）  

メロペネム水和物  
0，25g 等   

分以上かけて点樹幹注する。なお、年齢・症状に応じて適宜増減するが、  
等   く適応症〉   

る。   

［筋肉内投与の場合］  

症・ ロ性感 症には、1日2g（力 まで増  ることができる。  

感染、肛門周囲膿瘍、骨髄炎、関節炎、扁桃炎（扁桃周囲膿  含む）、肺炎、肺腺   30分以上かけて点滴静注する。なお、車齢・症状に応じて適宜増減する  
瘍、膿胸、慢性呼吸器病変の二次感染、複雑性膀胱炎、腎孟  、腹膜炎、胆嚢炎、   が、重症・難治性感染症には、1日120mg（力価）／kgまで増量することがで  用法・用盟             球菌属、髄膜炎菌、       メロペネムに感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属、肺炎球菌、    か判定し、投与中止又はよ畑適切な他剤に切り替えるべきか検討を行うこ     モラクセラ（ブランハメラ）・カタラーリス、大腸菌、シト    くクタ一馬、クレプシ  と。     エラ属、エンテロバククー属、セラチア属、プロテクス属、  「三雲；妄ア票ち壬ご   さらに、本剤の投与期間は、原則として14日以内とすること。              イデス属、プレポチラ属              、及び手術創等の二次             敗血症、深在性皮膚感染症、リンパ管・リンパ節炎、外傷・，    通常小児にはメロペネムとして、1日30⊥60。g（力価）／kgを3回に分割し、                         胆管炎、肝膿瘍、子宮内感染、子宮付属器炎、子宮寿結合織‘    化膿性髄膜炎、服内  きる。ただし、成人における1日最大用量2g（力価）を超えないこととす  
炎（全眼球炎を含む）、中耳炎、副鼻腔炎、顎骨周辺の蜂巣；    顎炎  

通常、成人1固アミカシン硫酸塩として10（I～200mg（力価）を1日1～2回筋肉  
内投与する。小児は、アミカシン硫酸塩として1日4～8爪g（力価）／kgとし、  
1日1～2回筋肉内投与する。  

く適応菌種〉  なお、年齢及び症状により適宜増減する。  l 【 l ！ l           アミカシンに感性の大腸菌、シトロバクター属、クレブシエ    、エンテロバクター  
硫酸アミカシン注射液「萬  

アミカシン硫酸塩  
有」10t）mg等   

日医工（株）等  菌  ビデンシア属、緑膿  筋肉内投与の ［点滴静脈内投与の場合］  

く適応症〉  通常、成人1回アミカシン硫酸塩として100～200mg（力価）を、1日2回点前静  
敗血症、外傷・熱傷及び手術創等の二次感染、肺炎、肺膿痛、  蔓性呼吸器病変の二次   脈内投与する。′ト児はアミカシン硫酸塩として1日4～8mg（力価）／kgとし、     感染 

、膀胱炎、腎孟腎炎、腹膜炎  】  1日2回点滴静脈内投与する。また、新生児（未熟児を含む）は、1回アミカシ  
弓  ン硫酸塩として6mg（力価）／kgを∴1日2回点滴静脈内投与する。  

～  なお、年齢、体重及び症状により適宜増減する。  

】  
点滴静脈内投与の場合には、通常100－50伽Lの補液中に100～200mg（力価）  
の割合で溶解し、30分～1時間かけて投与すること。   

】  

く成人への投与〉  
通常、成人にはアルべカシン硫酸塩として、1日1回150～200mg（力価）  
を30分～2時間かけて点清浄注する。必要に応じ、1日150～200mg（力  
価）を2回に分けて点滴辞儀することもできる。また、静脈内投与が阻難  

く適応菌種〉  な場合、アルベカシン硫酸塩として、1日150～200打tg（力価）を1回又は  

アルべカシン硫酸塩  ノ、ベカシン注射液25mg 等  明治製菓（株）等                 アルベカシンに感性のメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）  2回に分けて筋肉内注射することもできる。なお、年齢、体重、症状によ  
り適宜増減する。  

敗血症、肺炎  く小児への投与〉  
通常、′ト児にはアルべカシン硫酸塩として、1日1回4～6mg（力価）／kg  
を30分かけて点滴静注する。必要に応じ、1日4～6mg（力価）／kgを2回  
に分けて点滴静注することもできる。なお、年齢、体重、症状により適宜  
増減する。   

イセパマイシン硫酸塩   イセパシン注射液200 等  シェリング・プラク   1日1回投与の場合：1時間かけて注入する。  
1日2回投与の場合：30分～1時間かけて注入する。  緑膿菌   

胱炎，腎孟腎炎，腹膜炎   

u  

ト■   
し∩   

〈適応菌種〉 イセパマイシンに感性の大腸菌，シトロバククー風クレプ、 クー属．セラチア属，プロテウス属，モルガネラ・モルガニ   l  ヒラ属，エンテ。バク プロビデシシア属，  通軋成人ではイセパマイシン硫酸塩として1日400mg（力価）を1－2回に 分け筋肉内注射又は点滴静注する。 点滴静注においては以下のとおりとする。  



調査対象医薬品一覧  別添1   

一般名   販売名   承認取得者   効能・効果   用法・用臆   

［肺結核及びその他の結核症に対して使用する場合］  
カナマイシンとして、通常成人1日2ga（：力価）を朝夕1g（力価）ずつ  

く適応菌種〉   2回筋肉内注射し、濁2日使用するか、または1日ユg（力価）ずつ遁3  

菌  ただし、高齢者（60歳以上）には1回0．＿5■－0．75g（力価）とし、小児ある  

カナマイシン硫酸塩  硫酸カナマイシン注射液 1000咽「明．治」等  明治製菓（株）  く適応症〉   いは体重の著しく少ないものにあっては適宜減量する。  大腸菌、クレプシエ         カナマイシンに感性のブドウ球菌属、肺炎球菌、淋菌、結核   日使用する。     ラ属、プロテウス属、モルガネラ・モルガニー、インフルエ、  ■菌、緑膿菌、す日咳  また必要に応じて局所に投与する。               外傷・熱傷及び手術       表在性皮膚感染症、深在性皮膚感染症、リンパ管・リンパ節‘   なお、原則として他の抗結核薬と併用する。     創等の二次感染、乳腺炎、骨髄炎、扁桃炎、急性気管支炎、  、慢性呼吸器病変の  ［その他の場合】     二次感染、膀胱炎、腎孟腎炎、淋菌感塵症、子宮付属器炎、  炎、百日咳、肺結核  カナマイシンとして、通常成人1日1～2g（力価）を、′ト児には1日体  
及びその他の結核症  重1kgあたり30－50mg（力価）を1～2匝＝こ分けて、筋肉内注射する。  

また必要に応じて局所に投与する。  
なお、年齢、症状により適宜増減する。   

く適応菌種〉  ゲンクマイシンに感性のブドウ球菌属，大腸菌，クレブシエ  属，エンテロバククー  通常．成人ではゲンタマイシン硫酸塩と．して1日80～120mg（力価）を2～3  
シェリング・ プラウ  

ゲンタマイシン硫酸塩  ゲンタシン注10 等  
（株）等  

薗   価）／kgを1日2～3回筋肉内注射する。  
く適応症〉   点滴袷注においては30分～2時間かけて注入する。  
孟腎炎，腹膜炎，中       敗血症，外傷・熱傷及び手術創等の二次感染，肺炎，膀胱炎，  
耳炎  

く適応菌種〉  
シソマイシンに感性の黄色ブドウ球菌，大腸乱シトロバク   

シソマイシン硫酸塩  シセプチン注射液50mg「承認  シェリング・プラウ  
て注入する  

く適応症）   また．症状により1日150mg（力価トまで増量し．2～3回に分割し七筋肉  
胸灘呼吸器病変       敗血虚．外傷・熱傷及び手術創等の二次感染，肺炎，肺膿瘍，  
の二次感染，膀胱炎，腎孟隕灸腹膜炎  

［筋注の場合】  

く適応菌種〉   通常、成人にはジペカシンとして、1日丑100mg（力価）を1～2回に分  
テクス属、モルガネ        ジべカシンに感性の黄色ブドウ球菌、大腸菌、肺炎棒儲、プ   け、′ト児にはジべカシンとして、1日土1～2mg（力価）／kgを1～2回に  

パニマイシン注射液50mg  
ラ・モルガニー、プロビデンシア・レットゲリ、緑膿菌  分け、それぞれ筋肉内注射する．  

ジベカシン硫酸塩  等   明治製菓（株）  く適応症〉   ［点滴静饉の場合］  

り等の二次感染、扁桃       敗血症、探在性皮膚感染症、慢性膿皮症、外傷・熱傷及び手   通常、成人にジべカシンとして、1日丑100mg（力価）を2回に分け、100  
炎、急性気管支炎、肺炎、慢性呼吸器病変の二次感染、膀胱  
中耳炎   

なお、いずれの場合も年齢、症状により適宜増減する。   

■  

［肺結核及びその他の結核症に対して使用する場合】  
ストレプトマイシンとして、通常成人1日1g（力価）を筋肉内注射する。  
遭2～3日、あるいははじめの1－3カ別事毎日、その後週2日投与す  

〈適応菌種〉   る。また必要に応じて局所に投与する。  

ストレプトマイシン硫酸   
イル病レプトスビラ  

塩  射用1g「明治J   
く適応症〉  いは体重の著しく少ないものにあっては適宜減量する。  

の場合に限る）、べス  
ト、野兎病、肺結核及びその他の結核症、ワイル病  ［その他の場合］  

ストレプトマイシンとして、通常成人1日1～2g（力価）を1～2回に分  
けて筋肉内注射する。  

□ ト⊥ ′「ヽ   なお、年齢、症状により適宜増減する。   

．
－
1
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調査対象医薬品一覧  】  別添1  

一般名   販売名   承認取得者   効能・効果   l  

用法・用姓   

l  く成人〉  

！  通常．トプラマイシンとして．膀胱炎および腎孟腎卿こは．1日120mg（力  

価）を2回に，その他の感染症には，1日180爪g（力価）を2～3回に，それぞ  
れ分割して，筋肉内注射または点滴静注する。  

く適応菌種〉   

トプラマイシン   トブラシン注60mg 等   東和薬品・（株）  
ネラ・モルガニー．プロビデンシア属，緑膿菌   1回90mg投与の場合には．1時間以上かけて注入することが望ましい。  

なお．年齢，体重，症状により適宜増減する。  〈適応症〉  【順の二次醜急性        敗血症，深在性皮膚感染症．慢性膿皮症．外傷・熱傷及び手    く′ト児〉  
気管支炎，肺炎，慢性呼吸器病変の二次感染，膀胱炎，腎扁  ，腹膜炎  トプラマイシンとして，1日3mg（力価）ノkgを・2～3回に分割して．筋肉内注  

射または点清静注する。  
点滴静注においては30分～2時間かけて注入する。 なお 

，年齢，体重，症状により適宜増減する。   

く適応菌種〉  
ネチルマイシンに感性のブドウ球菌属．大腸菌．シトロバク  

ネチルマイシン硫酸塩  ベクタシン注射液「承認整理  シェリング・プラク    属，エンテロバククー属，セラチア属，プロテウス属，モル ロビデンシア属緑膿菌   通乳成人に硫酸ネチルマイシンとして1日150～200mg（力価）を2回に  

（株）   く適応症〉  分割し．筋肉内法射する。なお．年齢一・症状により適宜増減する。   

敗血症，外傷・熱傷及び手術創等の二次感染，びらん・潰瘍 瘍．肺炎，肺膿瘍，慢性呼吸器病変の二次感染，膀胱炎，腎  霊警護鳥葵笑門周囲膿  

〈適応菌種〉  べカナマイシンに感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属、肺炎 ス・フェカーリス、大腸菌、プロテウス属、モルガネラ・モ     通常、成人は1日量べカナマイシン硫酸塩として400～600mg（力価）を2～3回  
ア・レットゲリ、緑膿菌  に分けて筋肉内注射する。  

べカナマイシン硫酸塩  カネンドマイシン筋注200mg  明治製菓（株）  く適応症〉   また、小児・乳幼児は1日魚体重1kg当りペカナマイシン硫酸塩として10～  
髄炎、咽頭・喉頭        敗血症、表在性皮膚感染症、深在性皮膚感染症、慢性膿皮症    20爪g（力価）を2回に分けて筋肉内注射する。  
炎、属挑炎、急性気管支炎、肺炎、肺膿瘍、膿胸、慢性呼吸  

炎、甘孟腎炎、腹膜炎、胆衰炎、胆管炎、感染性腸炎、涙嚢； 炎、歯冠周囲炎  

〈適応苗穂〉  
リボスタマイシンに感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属、肺  
肺炎樟菌、プロテウス属  通常、成人はリボスタマイシンとして1日量1．Og（力価）を1～2回に分  

リボスタマイシン硫酸塩  ビスタマイシン筋注500mg 等  明治製菓（株）  く適応症〉  け、′ト児・乳幼児はリボスタマイシンとして1日量20－40mg（力価）／kgを  
ンパ節炎、慢性膿皮       敗血症、表在性皮膚感染症、深在性皮膚感染症、リンパ管・    1～2回に分け、それぞれ筋肉内に注射する。  
症、骨髄炎、咽頭・喉頭炎、届挑炎、急性気管支炎、肺炎、  
器病変の二次感染、膀胱炎、腎孟腎炎、淋菌感染症、腹膜炎  
炎（角膜潰瘍を含む）、中耳炎、副鼻腔炎、顎炎  

く適応菌種〉  

！  

アストロマイシン   i生射用フォーチミシン「承認   アストロマイシンに感性の黄色ブドウ球菌、大腸菌、シトロ   
整理済みJ  

協和発酵キリン（株）  点滴静優においては30分～1時間かけて注入する。  
く適応症〉  なお、症状により適宜増減する。   
敗血症、肺炎、肺膿瘍、慢性呼吸器病変の二次感染、膀胱炎  腎芸腎炎、腹膜炎  

〈適応菌種〉  
ミクロノマイシンに感性のブドウ球菌属、大腸菌、クレプシ  

ター属、セラチア属、プロテクス属、モルガネラ・モルガニ  膀胱炎には、1回120mg（力価）を1日2臥その他の感染症に  

ロ 蔓ロノマイシン硫酸塩  サガミシン注「承認整理済  協和発酵キリン（株）     緑膿菌   

は、1回60mg（力価）を1日2～3回筋肉内注射または点滴静注   
する。  

〈適応症〉 敗血症、急性気管支炎、肺炎、慢性呼吸器病変の二次感染、  
炎   

なお、年齢、体重、症状により適宜増減する。  

′
 
 



調査対象医薬品一覧  別添1   

一般名   販売名   承認取得者   効能・効果  用法・用量   

通常，成人にはバンコマイシン塩酸塩として1日2g（力価）を1回0．5g（力  
1．く適応菌種〉   価）■6時間ごと又は1匝11g（力価）12時間ごとに分割して．それぞれ60分以  

）  上かけて点滴静注する。  
く適応症〉  なお，年齢，体重，症状により適宜増減する。  

，骨髄炎，関蘭炎，肺  
パンコマイシン塩酸塩   塩酸バンコマイシン点滴静   に，それぞれ60分以上かけて点清静注する。  

注用0．5g 等  喝野義製薬（株）等  なお．年齢．体重，症状により適宜増減する。  
バンコマイシンに感性のペニシリン耐性肺炎球菌（PRSP）  小児，乳児には，1日40mg（力価）／kgを壱～4回に分割して，それぞれ60分  
（適応症〉  以上かけて点清給注する。  
敗血症，肺炎，化膿性髄膜炎  新生児に札1回投与量を10～15mg（力価）／kgとし．生後1週までの新生児  

に対しては12時間ごと，生後1カ月までの新生児に対しては8時間ごとに．  
それぞれ60分以上かけて点滴静注する。   

通常、成人にはティコプラニンとして初日400れg（力価）又は800mg（力  
価）を2回に分け、以後1日1回200mg（力価）又は400mg（力価）を30分  
以上かけて点滴静注する。敗血症には、＝初日800mg（力価）を2回に分け、  

く適応菌種〉   以後1日1回400mg（力価）を30分以上かけて点滴静注する。  
本剤に感性のメチシソン耐性黄色ブドウ球菌佃只SA）  通常、乳児、幼児又は／ト児にはティコプラニンとして10mg（力価）／kgを12  

ティコプラニン   注射用タゴシッド200mg 等  サノフイ・アベンチイ ス（株）等  時間間隔で3回、以後6～10mg（力価）／kf【（敗血症などの重症感染症では  
り等の二次鱒染、肺  

炎、膿胸、慢性呼吸器病変の二次感染  生児（低出生体重児を含む）山まティコブラニンとして初回のみ16mg（力  
価）／kgを、以後8mg（力価）／kgを24時碗ごとに30分以上かけて点滴静催す  
る。  
なお、年齢、体重、症状により適宜増減する。   

く適応菌種〉  

クセラ・ラクナ 
間ないし24時間ごとに100n哨（力価）を補液に溶かし、30分～2時間かけて  

ミノサイクリン塩酸塩  ミノマイシン点滴静注用 100mg等  ワイス（株）等  ミノサイクリンに感性の黄色ブドウ球菌、レンサ球菌属、肺′ 一夕（モラー・アクセンフェルト菌）、炭痕 ラ属、エンテロバククー属、インフルエンザ萄、シュードモ ス、緑膿菌、バークホルデリア・セバシア、スチノトロホモ マルトフィリア、アシネトバクター属、フラボバクテリウム  l 菌、腸球菌属、モラ 大腸菌、クレプシエ ・フルオレッセン （ザントモナス）・ レジオネラ・ニュー  ＊点滴静脈内注射は、経口投与不能の患者及び救急の場合に行い、経口投与 が可能になれば経口用剤に切り替える。 通常成人には、初回ミノサイクリン塩酸塩100～200mg（力価）、以後12時  点清静脈内注射する。  
モフィラ、リケッチア属（オリキンチア・ツツガムシ）、ク ズママコプズマ 
プラ（イラ・ニューモニエ）  l  

く適応症〉  
本剤10伽g（力価）及び200噸（力価）当たり100～500mLの糖液、電解質液  

敗血牢、深在性皮膚感染症、慢性膿皮症、扁桃炎、急性気管  、肺炎、慢性呼吸器  

病変の二次感染、膀胱炎、腎声腎炎、腹膜炎、炭痕、つつが   
で使用しないこと。   

く適応菌種〉  ラクトビオン酸エリスロ  エリスロシン点滴静江用  アポットジャパン   エリスロマイシンに感性のブドウ球菌属，レンサ球菌属，肺‘  菌，ジフテリア菌  通常，成人にはエリスロマイシンとして1日600～1，500mg（力価）を2～3回 に分けて1回2時間以上かけて点滴静注する 
マイシン   500mg 等   （株）   く適応症〉  

．  

外傷・熱傷及び手術創等の二次感染．肺炎，ジフテリア   
なお，年齢．症状により適宜増減する．    l  

く適応菌種〉  
キクサマイシンた感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属、肺炎 コプズマ  

酒石酸キタサマイシン  イラ属  
く適応症〉  

少なくとも5分以上かけて徐々に静脈内注射する。なお、年齢、症状により  

敗血症、感染性心内膜炎、咽頭・喉頭炎、慮挑炎、肺炎、膿  
トJ   プチリア   
00  

l   

声l   

一
 
 
 



調査対象医薬品一覧  

一般名   販売名   承認取得者   効能・効呆．  」   
】   

用法・用鹿   

シプロフロキサシンとして．通常，成人には1回300mg  〈適応菌種〉 本割に感性のブドウ球菌属，腸球菌風炭症菌．大腸菌，ク バクタ 
シプロフロキサシン  シプロキサン注200mg 等  ／くイエル薬品（株）等    ー属，緑膿菌，レジオネラ属  【   原則として，点滴静注に際しては，生理食塩液，プド  

く適応症〉 敗血症．外傷・熱傷及び手術創等の二次感染仁肺炎，腹膜炎   

く適応菌種〉  

ネラ属、バクテロイデス属、プレボテラ属  
メシル酸バズフロキサシ   

パシル点滴静注液革00mg 等  富山化学工業（株）等  
する。なお、年齢、症状に応じ、1日600町を2回に分ト  

ン  外傷・熱傷及び手術創等の二次感染  
ど、減量すること。  バズフロキサシンに感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属（肺‘ 属、モラクセラ（プランハメラ）・カタラーリス、大腸菌、シ シエラ属、エンテロバククー属、セラチア属、プロテクス属 ニー、プロビデンシア属、インフルエンザ菌、緑膿菌、アシ  く適応症〉      速菌を除く）、腸球菌 ヨロバククー属、クレプ 桓ルガネラ・モルガ けバククー属1レジオ r  通常、成人にはバズフロキサシンとして1日1000mgを2   点滴静注に際しては、30分～1時間かけて投与するこ～       肺炎、肺膿瘍、．慢性呼吸韓病変の二次感染 複雑性膀胱炎 

、腎孟腎炎、前立腺炎（急性症、慢性症）  
腹膜炎、腹腔内膿瘍  
胆磨炎、胆管炎、肝膿瘍  

1  

子宮付属器炎、子宮勇結合織炎  
】   

［点滴静脈内注射］  
通常成人には、クリンダマイシンとして1日600～1．20  
に分けて点滴静注する。  
通常小児には、クリンダマイシンとして1日15～25mg  
に分けて点滴静注する。  

く適応菌種〉  」  なお、難治性又は重症感染症には症状に店じて、成人  
クリンダマイシンに感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属、肺  ，球菌、ペプトストレプ   価）まで増量し、2～4回に分けて投与する。  

クリンダマイシンリン酸   トコツカス属、バクテロイデス属、プレポテラ属、マイコプ  ズマ属  
グラシンS注射液300mg 等  ファイザー（株）等  

また、小児では1日40汀Ig（力価）／kgまで増量し、3～   

エステル  る。  
敗血症、咽頭・喉頭炎、扁桃炎、急性気管支炎、肺炎、慢性  
中耳炎、副鼻腔炎  ブドウ糖注射液、日局生理食塩液又はアミニノ酸製剤等  

分～1時間かけて投与する。 j  

［筋肉内注射〕  
通常成人には、クリンダマイシンとして1日600～1，20  
に分けて筋肉内注射する。  
なお、症状により適宜増減する。   

く適応菌種〉  

r  

クロラムフェニコールに感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属  
淋菌、髄膜炎菌、大腸菌、サルモネラ属、チフス菌、パラチ  
属、プロテウス属、モルガネラ・モルガニー、インフルエン  
咳菌、野兎病菌、ガス壊症菌群、リケッチア属、トラコーマ ア 

・トラコマティス）  クロラムフェニコールとして、通常成人1回0．5－1g（  

コハク酸クロラムフェニ  クロロマイセチンサクシ  第一三共（株）  く適応症〉   【  内注射する。′ト児には、1固体重1kgあたり15～25mg（   

コールナトリウム  ネート  
円   

急性気管支炎、肺炎、肺腺疾、膿胸、慢性呼吸器病変の二次  
炎、尿道炎、淋菌感染症、軟性下府、性病性（鼠径）リンパ  
炎、胆管炎、感染性腸炎、腸チフス、パラチフス、子宮内感  
性髄膜炎、涙嚢炎、角膜炎、中耳炎、副鼻腔炎、歯周組織炎  
百日咳、野兎病、ガス壊痕、発疹チフス、発疹熱、つつが虫  

□ ト■ l√ヽ  

を1日2回点漸静注す   

り糖注射液又は補液  
滴欝  

回に分けて点滴静注  
ナて点滴静注するな  

Omg（力価）を2－4回   

（力価）／kgを3～4回   

では1日2，400mg（力   

4回に分けて投与す   

100～250mLの日局5％  
の補液に溶解し、30  

0mg（力価）を2～4回  

力価）を1日2回静脈  
力価）を1日2回静脈   



調査対象医薬品一覧  

一般名   販売名   承認取得者   効能・効果   用法・用丑   

く適応菌種〉  
本剤に感性の髄膜炎菌、大腸菌  

通常成人、スルファジメトキシンとして、初日1．0－2．Og（10～20mL）、2日  
スルファジメトキシン  アブシード静江500m塵 等  第一三共（株）等    く適応症〉  目以降は0．5～1．Og（5～101nL）を1日1回静脈内注射する．  

膀胱炎、腎孟腎炎、化膿性髄膜災  
なお、年齢、症状により適宜増減する。   

く適応菌種〉   通常成人，スルファモノメトキシンとして，初日量1～2g（10～  

ス／レフアモノメトキシン  ダイメトン注「承認整理済  第一三共（株）  本剤に感性の大腸菌  20mL）を1－2回に，2日目以降1日0．5～ユg（5～10mL）を1－2回に  
く適応症〉  分けて静脈内注射する。  
膀胱炎二 腎孟腎炎  なお．年齢，症状により適宜増減する。 

く適応菌種〉  
セフブベラゾンに感性の肺炎球菌、大腸菌、シトロバククー  、クレプシュラ属、エ  セフブベラノンナトリウムとして、通常成人には1日1～2g（カ価）を、2回  
ンテロバククー属、セラチア属、ブロテクス属、モルガネラ  モルガニー、プロビデ  に分割して静脈内注射又は点滴静饉する▲こ小児には通常1日40～80mg（力  

■  価）／kgを2～4回に分割して静脈内注射又は点滴静注する。  
く適応症〉   なお、年齢、症状に応じて適宜増減す右が、難治性又は重症感染症には成  

セフプベラゾンナトリウ ム  ケイペラノン静注用1g 等      科研製薬（株）等  
人では1日4g（力価）、小児では1日120mg（力価）／kgまで増量することが  

肺炎、肺膿瘍、膿胸、慢性呼吸器病変の二次感染  できる。  
膀胱炎、腎孟腎炎  静脈内注射の際には、日局注射用水、日周生理食塩餞、日局ブドウ糖注射  
腹膜炎  液に溶解し緩徐に注射する。  
胆嚢炎、胆管炎  また補液に加えて点滴静注することもできる。  
バルトリン腺炎、子宮内感染、子宮付属器炎、子宮奔結合絆  

［点滞静脈内注射】  
通常、成人にはホスホマイシンとして1日2～4g（力価）、また／ト児には  
1日100～200mg（力価）／kgを2．回に分け、輸液100～500mLに溶解して、1  

く適応菌種〉  ～2時間かけて静脈内に点滴注射する。  
ホスホマイシンに感性のブドウ球菌属、大腸菌、セラチア属  

【静脈内注射］   

ホスホマイシンナトリウ  ホスミシンS静注用0．5g 等  明治製菓（株）等    ネラ・モ／レガニー、プロビデンシア・レットゲリ、緑膿菌   く適応症〉   通常、成人にはホスホマイシンとしてr日2～4g（力価）、また／ト児には  
敗血症、急性気管支炎、肺炎、肺膿瘍、膿胸、慢性呼吸器病  の二次感染、膀胱炎、          1日100～ZOOmg（カ価）／kgを2－4回に分け、5分以上かけてゆっくり静  
腎宝腎炎、腹膜炎、′くルトリン腺炎、子宮内感染、子宮付属   炎、子宮努結合織炎  脈内に注射する。溶解には日周注射用水又は日局ブドウ糖注射液を用い、  

本剤1～2g（力価）を20¶Lに溶解する。  

なお、いずれの場合も年齢、症状により遥ぎ宜増減する。   

1．く適応菌種〉  
本剤に感性のメチシソン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）  
く適応症〉  

ザイボックス注射液600mg  ファイザー（株）  2．く適応菌種〉  

リネゾリド  

間ごとに、それぞれ30分～2時間かけて点滴静江する。   
ム  

く適応症〉  
各種感染症  

1  

t  

トJ   

⊂〉   

敗血症、深在性皮膚感染症、慢性膿皮症、外傷・熱傷及び手  創等の二次感染、肺炎     l 通常、成人にはリネゾリドとして1日1200mgを2回に分け、1回600mgを12時      本剤に感性のバンコマイシン耐性エンテロコツカス・フェシ  
■  



＝  

一般名   販売名   承認取得者   効能・効果  用法・用畳   

【  

［静脈内注射］  

く適応菌種〉  リンコアイシン塩酸塩水和物として、通常成人は、1回600mg（力価）を1日  
菌、べプトストレプト        リンコマイシンに感性のブドウ球菌属、レンサ球菌属、肺炎     2～3回点滴静注する。  
コツカス属、バクテロイデス属  なお、年齢、症状により適宜増減する。  
〈適応症〉  

和物  リンコマイシン塩酸塩水  リンコシンi生射液300mg 等  ファイザー（株）等                                    敗血症感染性心内膜炎、表在性皮膚感染症深在性皮膚感    症、リンパ管・リンパ  ［筋肉内注射コ      節炎、乳腺炎、骨髄炎、関節炎、咽頭・喉頭炎、慮桃炎、急  ・気管支炎、肺炎、肺膿   リンコマイシン塩酸塩水和物として、通常成人は、1回300mg（力価）を1日  

炎、副鼻腔炎、独紅勲  瘍、慢性呼吸器病変の二次感染、膀胱炎、腎孟腎炎、バルト  レ腺炎、子宮内感染、   2～3回、又は1回600mg（力価）を1日2回筋肉内法射する。     子宮付属器炎、子宮奔結合織炎、化膿性髄膜炎、角膜炎（角  潰瘍を含む）、中耳   ′ト児には、1回体重1kgあたり10～15mg（力価）を1日2～3回筋肉内注射す         曲 l  
なお、年齢、症状により適宜増減する。   

く適応菌種〉  
［筋注］  

スペクチノマイシンに感性の淋菌  
スペクチノマイシンとして、通常成人は2g（力価）をl回瞥部筋肉内に注射  

塩酸スペクチノマイシン  トロビシン注 等   ファイザー（株）  く適応症〉  

1   

する。また、2g（力価）1回投与にて効果の不十分なときは、4g（力価）を  

淋菌感染症  
1回追加投与する。4g（力価）投与は左右の腎筋の2箇所に分けてもよい。  
なお、年齢、症状により適宜増減する。   

1  

く適応菌種〉  芦  
通常成人には、エンビオマイシン硫酸塩として1日1回1g（力価）を注射  

エンビオマイシンに感性の結核菌  岳  用蒸留水に溶解〔1g（力価）当り2～4mL〕し、筋肉内に注射する。  

ェンビオマイシン硫酸塩  ツベラクチン筋注用1g   旭化成ファーマ（株）    く適応症〉  臣   
初めの90日間は毎日、その後は1週間に2針投与する。  

肺結核及びその他の結核症   

l  

なお、年齢、症状に応じて適宜増減する。  
また、他の抗結核剤と併用することが望ましい。   

く適応菌種〉  通常．成人にはキヌプリスチン・グルホプリスチンとして．1回 

L 性エンテロコツカス・ ‖  ，     キヌプリスチン・ダルホプリスチンに感性のバンコマイシン    7．5mg／kg，1日3臥60分かけて点清浄注する．本剤の溶解には5％プド     フェシウム    ウ糖液又は注射用水を用い，希釈には5％ブドウ糖液を用いること．糖尿   キヌプリスチン／ダルホ  注射用シナシッド   サノフイ・アベンテイ  
プリスチン  ス（株）   く適応症〉  病患者に対しては10％マルトース液を用いてもよい．なお，生理食塩硬や  

各種感染症  ヘパリン含有液は用いないこと．   

】  

l  く適応菌種〉  
セプチゾキシムに感性のレンサ球菌属，肺炎球菌，大腸菌，  
プシエラ属，エンテロ′くククー属，セラチア属，プロテウス  通常，′ト児に体重kg当りセフチゾキシムとして1日20～70爪g（力価）を，  
ニー ブロビデンシア属，インフルエンザ菌，ペプトストレ  トコツカス属，バクテ   3～4回に分けて肛門内に挿入する．   

セプチゾキシムナトリウ  エポセリン坐剤125 等  長生堂製薬（株）  ロイデス属，プレポチラ・メラニノジェニカ  なお，年齢，症状により適宜増減する．   
〈適応症〉  
急性気管支炎，肺炎，慢性呼吸器病変の二次感染，膀胱炎，   

通常、成人には1回1～2個を1日2臥朝排便後と就寝前に、肛門内に挿入す  
サラゾスルファビリジン  サラゾピリン坐剤500   ファイザー（株）   潰瘍性大腸炎  る。  

なお、年齢、症状により適宜増減する。ノ   

－   

トJ  

ト⊥  

ト  




